
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意欲的にゲームに参加する児童を育成するバスケットボールの指導の工夫 

－基本的なパス技能の確実な習得とサポートの動きを身につける学習を通して－ 

体育・保健体育班 佐藤 則行（小学校教諭） 

バスケットボールの指導において、パスに関わる技能を高め、パスを受けることのできるポジションへ移動する動き（サポート

の動き）を指導することで、児童が意欲的にゲームに参加することができるようになることを、実践を通して明らかにする。 

【児童実態】 ○運動に対する苦手意識が強い ○ボールに触りたいが、どうやってボールをもらったらよいか分からない 

 

ドリルゲーム 

ある技能を高めるために行うドリル練習にゲーム的要素を加え、意欲的に練

習に取り組めるようにしたもの。 

タスクゲーム 

学習すべき課題が明確で、その課題が頻繁に学習できるように人数やコー

トのミニ化を図ったり、ルールの緩和を図ったりしたもの。 

 攻めの２人は守りにボール

をとられないように、どんどん

動いてパスを回す。 

ボールをもらえる場所に動く 

サポートの動き 

２対１ 

攻 

 

攻 

 

攻 

 

守 

 

サポート！ 
パス！ 

パスができない 

サポートの動きを使って３人

で攻める。守りは２人。２対 1と

は違い、パスだけでなくシュート

を狙うというも目的が加わりゲ

ームに近づける練習になる。 

３対２(ハーフコート) 

サポートの動きを使って４

人で攻める。守りは３人。オー

ルコートになることで、ハーフ

コート３対２よりさらに実際

のゲームに近い練習になる。 

４対３(オールコート) 

正三角形を作るように三か所に分か

れて並び、右前方からきたボールを受

け、左前方へパスを出す。パスを出した

ら右前方のポジションへ移動。 

   人      ボール 

パスパスゲーム 
 

研究のねらい 

 

ステップ１ ステップ２ 

☆パスを回さなければならない状況を意図的につくるとともに、攻め側が有利になるようなルールを設定。 

○子どもたち自身で審判ができるようにし、みんなで協力しながら楽しくゲームを運営。 

☆ボールを持っている人から１ｍ以上離れる。 ○審判は自分たちでする。 

☆ドリブルは１回のみ。 ○「ナイスシュート！」応援も全力でする。 

☆全員がシュートを決められたらボーナスポイントを与える。 

まとめのゲーム ステップ３ 
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パスパスゲームでのパス回数の高まり(回) 

（児童）「ボールを持つ人とディフェンス、ボールをもらう

人の三人が一直線に並んでしまうとパスが出ない」 

私は始めの頃ボールがこわいし、ボールが自分ところにこないから、バスケットボールはつまらないスポーツだと思っていました。初めて試合をし

たとき、ボールをさわっている人とさわっていない人がはっきり分かれていました。でも、だんだんチームの人みんなでボールを回すようになり、私

もボールにさわれるようになりました。今ではボールがこわくなくなり、バスケの時間が楽しみになりました。 

児童の 

感想から 

チーム対抗で回数を競わせることで練習に対する意欲が持続した。 


